【様式１】

宮崎県漁業取締船建造設計業務プロポーザル参加申込書

令和８年４月　　日


宮崎県知事　河野俊嗣　様


所 在 地
事業者名
代 表 者　職・氏名　


　標記業務の企画提案に参加を申し込みます。
　また、申込みに当たり、宮崎県漁業取締船建造設計業務プロポーザル実施要領３の参加資格要件を全て満たすことを誓約します。



＜担当者＞　担当部署
担当者役職
担当者氏名
電話番号
ＦＡＸ
E-mail








【様式２】

宮崎県漁業取締船建造設計業務プロポーザルに係る質問書

宮崎県漁業管理課　漁業管理担当　様
（E-mail：gyogyo-kanri@pref.miyazaki.lg.jp）
	質問内容
	（実施要領・仕様書等の記載内容の質問については、記載箇所が特定できるよう、資料名、項目番号などを記述してください。）

	質 問 者
	事業者名
	

	
	担当者役職・氏名
	

	
	電話
	


※複数ページとなっても可。


【様式３】

[bookmark: _Hlk34227451]宮崎県漁業取締船建造設計業務
企画提案書

令和８年　月　　日


宮崎県知事　河野俊嗣　様

	
所 在 地
事業者名
代 表 者　職・氏名　


宮崎県漁業取締船建造設計業務を受託したいので、下記のとおり企画提案書を提出します。
なお、提案にあたり、実施要領に記載された事業内容等を全て承知の上で提案するものであることを誓約します。

記

添付書類
　別紙１
　別紙２
　見積書
　参考資料


＜担当者＞　担当部署
担当者役職
担当者氏名
電話番号
ＦＡＸ
E-mail



（別紙１）
１ 会社の概要
	技術職員数
	　　　　名
（うち、船舶設計業務の実績がある職員　　　名）

	技術士(船舶・海洋技術)の数
	　　名



２ 漁業取締船等の設計業務実績
	番号
	発注者
	船名
	船質
	総ﾄﾝ数
	設計年度
	船の用途

	1
	
	
	
	
	
	

	2
	
	
	
	
	
	

	3
	
	
	
	
	
	

	4
	
	
	
	
	
	

	5
	
	
	
	
	
	

	6
	
	
	
	
	
	

	7
	
	
	
	
	
	

	8
	
	
	
	
	
	

	9
	
	
	
	
	
	

	10
	
	
	
	
	
	


※上記項目が記載された資料を添付しても良い。
※平成18年度以降に実施した設計業務について、直近のものから記載する。

３ 本業務委託において選任する予定の主任技術者
	役職・氏名
	

	経歴
	

	設計業務に従事した実績
	※「２ 漁業取締船等の設計業務実績」の船のうち、自身が設計業務に従事した船の番号を記載すること

	資格等
	


※主任技術者は、主導的立場で本業務に参画し、技術上の管理を行う者とする

４　本業務委託において選任する予定の担当技術者（任意）
	役職・氏名
	

	経歴
	

	設計業務に従事した実績
	※「２ 漁業取締船等の設計業務実績」の船のうち、自身が設計業務に従事した船の番号を記載すること

	資格等
	





（別紙２）
宮崎県漁業取締船建造設計業務
技術課題

下記項目について、どのような設計方針及び提案ができるのか文書、図等を用いて説明してください。また当該提案について過去の実績があれば説明してください。
	項目１
	代船仕様書を踏まえた全体に関して
	

	・船型、総トン数、最高速力及び航海速力などの主要目や船内区画の全体的な設計方針について



	項目２
	漁業取締りの抑止力の向上に関して
	

	・監視カメラ装置や対象船の動向把握のための航海計器などについての設計方針について



	項目３
	建造費及び運用費の低減に関して
	

	・主機関及び推進器の選択と計画航海速力による、建造費及び維持管理費（船舶検査費用、燃油代、修繕費等）の総合的な費用削減に向けた設計方針について
・航海速力、推進器（ウォータージェット推進器とプロペラ推進器）の違いによる操船性、初期及び維持管理費用の比較を踏まえた設計方針について
・船首方向や船位の維持、接舷・接岸のしやすさなど操船性の確保のための設計方針について
・上記以外で総合的な費用削減に向けた設計方針について




	項目４
	省人力化や労働環境向上に関して
	

	・安全性向上や身体的負担軽減など労働環境の向上のための、居室個室化や機関室の階段設置等の設計方針について
・船舶や岸壁への離接及び乗組員の移乗、取締り対象の証拠確保などについて、現在の６名体制から５名体制でも業務可能な船舶の仕様の設計方針について


※上記項目が記載されていれば、任意の様式でも良い

